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　　初夏の樹木観察　　（樹木の生活－２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MNC　児玉　勝久

１．はじめに
　　早春～春季に展葉した樹木たちは緑を深くして来ています。この間に多くの樹木は花を咲かせ，果実をつけて来ています。この季に続く季節、樹木たちはどのような生き様をし、どのような姿を見せてくれるのでしょうか？
２．地域の今年の春期の気象（ 神戸・気象台のデーター）
　　　　　　　　　　　　平年3月　　　 　平年4月　　　　　平年5月　 　　　 通年
気温月平均　　℃　　　    9.3  　 　　　　 14.9    　　　    19.4      　 　 16.7
本年度　　　　℃　　　　　10.0　　　　　 　14.6　　　　　　  19.4
（参考 201３年　℃）      10.8             14.1          　  19.4
日最高気温平均　℃       12.8    13.7      18.7    18.8       23.2     23.4    
日最低温度平均　℃        6.0     6.4      11.3  　10.8       16.2     15.8     
降水量　　　　ｍｍ       56.0                 101              149.7             1216
                                 162                 72.5               85.0 
日照時間　　　　　ｈ     160     190      　　190     210       194     260      1995
　　　　　　　　　　　　　（ 平年値 1981~2010の30年間の平均値、青字平年値、黒字本年値）

　＊　本年度、１～２月の気温はほぼ平年並み（1月５．８℃、2月６．１℃）であり、３月の気温は若干高め、以降の気温はほぼ平年並みであった。また、この期間の日照時間が平年より高く推移した。この影響を受け桜などの開花や木々の展葉も例年に比べると若干早く推移してきているように思える。5月単月について見ると、前半はやや気温は低めであったが、後半は晴天日が多く気温は高めに推移して全体的には平年及び昨年並みの平均気温となった。
　＊　（参考）神戸のＷＩは通年では１４０前後であり、暖温帯に属するが、夏期の３ヶ月だけに限りＷＩを　概算すると２５３、であり熱帯地域に相当する。
[ＷＩ＝Σ（月平均気温―５）、ただし、月平均気温が５℃以下の場合は　０　として積算 ]
　　　（　ＷＩ　暖温帯　８５～１８０　　亜熱帯　１８０～２４０　　熱帯　２４０以上・・・）

　　　　（　ＷＩ＝Ｗａｒｍｔｈ　Ｉｎｄｅｘ　　暖かさ指数、）
３．樹木の一年間の生活（復習）
・冬期：冬芽（越冬芽）で乾燥・寒冷期を凌ぐ。
一定の低温期は冬芽の目覚めに不可欠。　　（休眠打破）

・早春期：醒めた冬芽は、気温の上昇に伴って成長を始め、やがて開花や葉の展開を始める。
・中春期：多くの樹木がこの時期に枝葉を展開し、花を咲かせ、交配し結実する。

　　　　（　常緑樹では新葉の展開と古い葉の入れ替えがおこる。）

・晩春～初夏期：枝葉の伸長し、日照時間が長く、適度な気温のこの時期に樹木は光合成の最も盛んな時期、光合成で生産されるグルコースやアミノ酸は自身の養分として、幹や根に蓄積すると共に、子孫を残す為の果実や種子を太らせます。（　樹木年輪の春材形成　）
・夏期：この季節も前の季節に引き続き、光合成を行いますが、多くの樹木にとって暑さは敵、葉の表面(クチクラ蒸散)や裏面の気孔からさかんに水分を蒸発させ、葉身の昇温を防ぎます。この為にかなりのエネルギーが消費されます。また、生成された養分も果実や種子を肥育させると共に、殆どの樹木で、夏の終わり頃には次年度にそなえ、冬芽を作る為に使われます。
　　常緑樹では葉の表面にクチクラ層を持つ為、陽光を反射し葉身を紫外線から守ると共に、蒸散を盛んにし葉身の昇温を防ぎ光合成を維持するが、時にはエネルギーバランスは負となることもあります。
・秋期：日照時間が短くなり気温が下がってくるに従い、光合成能力が落ちて来ます。また、気温が低くなることで樹木は葉を落とす準備を始めます。

　落葉：　葉柄の基部に離層を形成　－　紅葉・黄葉・（褐色化）　－　落葉
　果実の成熟（種子の鳥散布に関係　昆虫食から果実食に移る時期に実を成熟させる。）
４．初夏の樹木の生活
４－１．蒸散作用・光合成
・　樹木が光合成に必要な水を根から高所にある葉に運ぶには、浸透圧と蒸散作用によってなされています。葉では空気中の炭酸ガスと根から運ばれた水を使って光合成によりブドウ糖やアミノ酸といった養分を合成します。光合成は一種の酵素反応であり、温度が低くすぎても、また高すぎても能力が低下します。多くの樹木（Ｃ３植物）では葉温が２５～３０℃程度が光合成の適温で、４０℃以上になると実質上光合成は進まず、また細胞内の水分が失われると枯れ死する危険性があります。この意味から、樹木が最も光合成を盛んにするのは、５月～７月初旬の晩春から初夏の期間となります。この期間は日照時間が長く且つ気温も光合成に適した時期であるためです。この期間に、養分の蓄積や自身の成長が最もさかんになります。　

　参考：夏至(6月22日)　　日の出　4時４６分　　日の入り　19時16分　　高度　７８．8°
　　　　　　　　　　　　　本年の入梅は？　　　　　　　　　　　　　　
＊　光合成に最適な温度等の条件は植物の種ごとに異なります。
一方、盛夏期には葉温の過度の昇温を防ぐ為、蒸散活動が盛んになります。樹木が吸収した水の殆どは、蒸散によって失われてしまいます。たとえば、高さ１５ｍほどのカエデの樹の1時間の蒸散量は２２０リットルにもなるとの説もあります。夏の暑い日、木陰が涼しいのは樹木の蒸散によって、水分といっしょに熱が奪われるためです。また、葉を下方にたれ下げたり、折りたたんで？日射量を少なくする方策をとる樹木もあります。（クズの葉はその典型）　蒸散作用が盛んになる程、これに要するエネルギーも必要となります。
なお、光合成に必要な炭酸ガスを葉が取り入れるのは、葉の裏面にある気孔からですが、この気孔を開きぱなしにすると、過度に水分が失われ枯れ死する恐れもあるので日中は気孔を閉じていることが多いと言われています。気孔を閉じれば炭酸ガスがも取り込めなくなり光合成量が減少するとも考えられています。
　この時期の光合成生成物は主として「種の保存」（果実、種子の成熟、冬芽の形成等）や、蒸散対策のエネルギーに使われ樹木自身の蓄積にはあまり繋がりません。（　夏材　）
４－２．葉の展開
　春の樹木の生活で若葉の開き方に３タイプの開葉様式のあることを説明いたしました。夏期には、春先の芽吹き時より開葉様式がよく判ることがあります。

・一斉開葉型：エノキ・ケヤキやブナ科のブナ、ミズナラ、アラカシ、アカガシ等、あるいはトチノキのように、芽が開いた後、わずか２週間のうちに新しい枝を伸ばし、すべての葉を開いてその年の体制を完成させ、それ以後はめったに新しい葉を開かない展開様式です。この方式の開葉方式をとる樹木では、開葉の遅い一部の種を除き、初夏には葉の色は殆ど均一で深い緑色となっています。
・一斉開葉型の枝葉の展開をする樹種でも春先ではなく、ネムノキやヤマモモのように初夏になって枝葉を展開する種もあります。また、ブナ科でも、ツブラジイ、マテバシイ、アカガシやクリなどの枝葉の展開も初夏になります。これ等は虫媒花をつける種であり、マルハナバチ等昆虫の活動の活発な時期に合わせて開葉・開花すると考えられます。俗に言う「クリの花の臭い」は昆虫を誘引する武器なのです。
・順次開葉型：前者とは逆に長期にわたって１枚づつ順々に葉を開いていく様式。典型的な例はカバ
ノキ科のハンノキやオオバヤシャブシなどで、４月上旬ごろに芽を開き、最初に１枚の葉が現れ、その葉が大きく広がると共に２枚目の葉が現れます。この間はほぼ１週間です。それ以後８～１０月頃まで、ほぼ週１枚の割合で葉を開けつづけます。よく伸びる枝では、３０枚もの葉が開くことになります。

・上記の一斉開葉型の樹木でも崩芽、あるいは成木でも強い刈込みがなされた場合には順次開葉型の展開が見られます。（サクラの萌芽、クヌギ等の成木）
・一斉開葉型の樹木でも幼木や萌芽によるシュートは順次開葉し、樹高を稼ぐような成長をします。

・中間型（一斉＋順次開葉型）：１～数枚の葉が一斉開葉し、しばらくたってから新しいシュートを
　展開してゆく様式。
＊カツラの開葉は一斉開葉（短枝からの開葉）の後暫らくすると枝先より順次開葉で枝葉を伸ばします。一斉開葉の葉と順次開葉の葉では葉の形が異なります。
＊＊ヤマモモ、キョウチクトウ等は冬芽を作らず、晩春に入って葉を展開します。（　南方系　）
＊ヤモモモの枝・葉の展開の時期は遅く、通常本年度の花が開花した後から始まります。雄木

　の新しい枝葉の展開は通常の樹木などと変わることはありませんが、雌木では果実をつけた枝と

つけなかった枝では新しいシュートの出かたが異なります。果実をつけなかった枝先からは新し

いシュートが数本展開するのが見られますが、果実をつけた枝先からは新しいシュートが見られ

ないか、見られても1本程度と少なくなります。果実を付けた枝では養分は果実を成熟させる

為に使われ、新しい枝・葉の展開には使われない為と考えられます。
・季節はずれの新葉の展開　
春から夏にかけて、葉が虫などに食べられたりして葉が失われたり、枝を刈られた場合などには、夏期にも関わらず新葉や枝葉を展開する場合があります。この場合の枝葉の展開には潜伏芽という組織から枝葉を展開します。これも樹木の生き抜く逞しさとも言えます。

一方このような原因がないのに,夏期に新しい枝葉を展開することがあります。土用芽（ラーマスシュート）と言われるものですが、大抵の場合は枯れ死することが多いようです。
４－３、冬芽の形成と花芽の分化
　・大部分の樹木は、越冬芽（冬芽）といった姿で、寒く、乾燥した冬期をやり過ごします。この「姿」は寒さを凌ぐためであり、寒くなってからこの姿になるのは遅すぎます。樹木は「寒さ」のおとずれを前もって知り寒さに備えなければなりません。従って、「芽」自体は早いものでは初夏の時期に生成し、殆どの樹種では夏期の終わりには冬芽が形成されます。また、春先に花を開く樹では、葉芽、花芽を分化する樹種が多くありますが、これ等の花芽分化の時期の例は以下の通りとされています。（　つぼみの形成期　）
　　モクレン　　　　　5月中旬　　　　　　　　　サクラ　　　　　　7月上旬
　　サツキツツジ　　　7月上旬　　　　　　　　　クチナシ　　　　　7月下旬

　　ウメ　　　　　　　7月下旬　　　　　　　　　リンゴ　　　　　　8月上旬

　　モモ　　　　　　　8月下旬　　　　　　　　　ハナミズキ　　　　9月上旬　　　
（　田中　修　「ふしぎの植物学」　より　）
夏季に形成された“芽”が秋季に芽吹いたり、開花したりせず休眠に入るのは、葉が日照時間・（実際には夜の長さ）を計測し、一定の時間を越える暗期に達すると「アブシジン酸」を生成し、芽に送り込み休眠状態をつくり出す為と言われています。（一定の暗期が訪れる前に葉が虫の食害や、塩害等で失われると「アブシジン酸」が生成されず、秋に新しい葉が展開したり、季節はずれの花を開くような現象が見られるわけです。）
４－４．初夏～夏期の開花や果実の成熟

　＊初夏～夏期に花をつける樹種は熱帯・亜熱帯起源のものが多いように思われます。

　　・開葉の時期が遅い樹種　・・・・　エンジュ、ネムノキ、サルスベリ、ナンキンハゼ等

　　・南方起源？　・・・・・・　アサ系、ムクゲ、フヨウ、・・・クサギ？
　　・常緑型・・・・・・・トウネズミモチ、キョウチクトウ、シャシャンボ、ホルトノキ等
　＊夏期の花の色は白色系が多く、次いで紅色、一日花等の多いのも特徴。

　　　紫外線・熱線（赤外線？）対策
　＊送粉・受粉・・昆虫による送粉が大部分。

　　　　蝶、花バチ、ミツバチ、甲虫による。昆虫は紫外部の波長で花を見る。(白花)
　　　　夜間に花を開く・・・蛾による送粉。（マツヨイグサなど）
　＊果実の肥育・成熟　（盛夏期に成熟する種は少ない。種子撒布との関係であろう）
　　春開花―初夏成熟型　　　キイチゴ、モモ，梅、サクラ等バラ科に多い。他にヤマモモ。
　　春開花―秋・初冬成熟型　　ツバキ、ツツジ科の仲間、エノキ、ムクノキ、センダン等多数
　　　　　　　　　　　　　　　アラカシ、コナラ等一年生のドングリ

　　初夏・夏開花　－秋・初冬成熟型　　エンジュ、ムクゲ、サルスベリ　等
　　春開花　–翌年秋に成熟する種　　　ドングリの仲間、マツ等の球果類
５．夏の樹木観察のポイント等
　基本的には上項で記述した、樹木の生活、生き様の「初夏・夏」の部を観察することになります。

５－１．枝・葉の展開と落葉
　・枝・葉の展開の様子　　　
　一斉開葉、順次開葉、中間型　（長枝、短枝の葉の展開様式）
　・新しい枝の展開様式

　　　　単軸型の展開　　針葉樹、イチョウ、ポプラの仲間、若い木の枝

　　　　仮軸型の展開　　横広がりの樹形形成（ヤマボウシ等）成熟した樹木の樹冠部

　・照葉樹では新葉・枝の展開に伴い旧葉の落葉が見られる。

　　　　樹種によって残留する葉の割合は異なる。２年枝以上の葉の残量を見る。
　　　　スダジイ、クロバイ、ユズリハ（殆ど全部が交代、当年の葉がほぼ１００％　）

　　　　クスノキ　殆どの葉が交代、落枝が見られる

　　　　タブノキ（１年前の葉が５０％残る）

　　　　アカガシ（１年前の葉６０%、２年前の葉が３０％残る）、
　　　　ヤブニッケイ　（前年枝の葉を殆ど残す。２年前の枝で約半分が残る。）

　＊なお、常緑樹の落葉の割合は、樹の生育する環境によっても異なります。一般には日陰に生育する樹や、水分が得られやすい環境にある樹では前年枝の葉を残す割合が多くなる傾向があります。
５－２．花
多くの樹木は春期～初夏に開花し、盛夏に開花する樹木は少く、ムクゲ、フヨウ等の仲間、エンジュ、ネムノキ、クサギ、キョウチクトウ（インド原産）やサルスベリ（中国南部原産）等が見られます。（熱帯・亜熱帯起源の樹木類が多いといえます。）
＊アジサイの仲間　　・・・ノリウツギ
＊ノウゼンカズラ

＊トウネズミモチ（日本産のネズミモチに比べ１ヶ月開花が遅い）

参考：クサギの花の開花・・・・雄性先熟型　
５－３．果実
・成熟の早い種、早春に開花、中春から初夏に果実を成熟させる種では果実は完熟し、この季節には果実は見られない。（　サクラ系、木イチゴ類、ヤマモモ等）
(経過観察対象)
・晩秋から初冬に成熟する種　クスノキの仲間、モチの仲間、　等多数　　鳥散布型果実
　　　　　　　　　　　　　　カエデの仲間、ユリノキ、ボタイジュ、シンジュ　風散布型
・春から初夏に開花した樹木の果実

　　　　　　　　　　　　　　エノキ、ナンキンハゼ、タイサンボク、キリ、エンジュ等
　・１年で成熟あるいは、２年で成熟するドングリ（堅果）の仲間の観察

５－４．冬芽の形成
　　モクレンの仲間、ソメイヨシノ、サツキ、クヌギ等
５－５．虫・昆虫等とのかかわり。

　　虫こぶ（エゴノネコアシフシ等）、おとしぶみ、地表の青いドングリ（犯人は？）

　　蝶や蛾の幼虫。食草との関係。（イラガ、チヤドクガの幼虫には注意）　　　　　以上
参考：甲山森林公園の樹木について。

甲山森林植物園は、従来の六甲山麓の自然樹林に一部植栽樹を加えた形がとられています。地質的には、六甲山系の花崗岩が風化した「マサ土」と言われる貧栄養土からなっています。マサ土は保水性にも乏しい地質と言えます。このような土質では通常樹木は育ち難く、斜傾部では崩壊地や裸地を生成しやすくなります。このような土地ではアカマツやハギあるいはヤシャブシといった乾燥に強く、貧栄養土上でも生きて行ける数種の樹木しかそだちません。

しかし、甲山森林公園は平坦な台地上に立地する為に、堆積土の生成が見られ一部では湿地を形成するほどの条件にもあるので、植栽を含め多くの樹木が見られます。
＊植生に関しては、傾斜地ではアカマツ・ツツジ・コシダ群落、土留めとしてのハギ類、ヤシャブシ類、ハンノキ、ハリエンジュ等の植栽が見られます。

　
＊サクラ類、ヤマモモ、シャリンバイ等の植栽樹が多い。
＊夏期に果実の見られる樹種。

　・ヤブツバキ・リンゴツバキ

　・ヤマボウシ

　・エノキ、ムクノキ
　・イイギリ

　・ノブドウ、アマズル、サンカクズル（ヤマブドウの仲間）、ミツバアケビ、アケビ・・・
　・イソノキ（開花夏期、短日間で赤く熟す）
　・ナツハゼ・ネジキ・カンサイスノキ・シャシャンボ・・・・
　・ハゼノキ・ヤマウルシ　(ヌルデ・・・花)
　・アカメガシワ（　雌株　）
　・ザイフリボク・ウラジロノキ・シャリンバイ・カマツカ、カナメモチ
　・ナガバモミジイチゴ、ニガイチゴ、クマイチゴ　・・・・（熟す）
　・クロガネモチ（　雌株　）
　・クス・ヤブニッケイ

　・オオバヤシャブシ・ヒメヤシャブシ・ハンノキ・サクラバハンノキ　（果穂）
　・トベラ
　・コブシ・ハクモクレン・タイサンボク

　・クリ・クヌギ・コナラ・アラカシ　等

　・マツ・コウヨウザン等

　・カエデの仲間（翼果）

　・イヌシデ

＊夏期に花をつける樹種は少ない。

　　アジサイ、ナツフジ、ナツツバキ、ホルトノキ、ノリウツギ、ヌルデ、クサギ　など。
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